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由利郡東由利町老方地区は県営ほ場整備地域に含まれ，昭和52年から工

事を施行しておりました。しかし p 同地域には周知の「湯出野遺跡Jが所

在し F ほ場整備により破壊されるおそれがあったため F 県農地整備課と協

議の上p 事前発掘調査を実施することにしました。

調査の結果縄文時代後期末葉から晩期中葉までの多くの遺物とともにF

103基におよぶ土拡墓群が発見されました。今F その結果を公にすること

は者当地方の研究に貴重な資料を提供するものと考えます。

また，同遺跡の重要性から置東出手IJ町では県農地整備課へ計画の一部変

更を願I{~ ，遺跡を保存することにいたしましたが F このことは同地域の文

化財保護に大きな示唆を与えるものよ 3思わ.れます。

最後になりましたが，調査ならびに概報作成にあたりご協力いただいた

調査員，東由利町教育委員会，県農地整備課筈の関係各位に F 心から感謝
，. 

の意を表する次第です。
.司、

.-ぷ毒宮‘
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昭和 53年 3月

秋田県教育委員会

教育長島 山 芳 郎



次

序

E 調査に至る経過

宣 遺跡の位置一..一

軍 調査の方法と

N 発見した遺祷と遺物-一一一

L 土墓群と出土遺物一'

1

i

q

d

・8

生

ウ

t

ウ
4

ムその他の出土遺物.............................. 合・ ・・・...ー・一............一一....19

V ま と め・・・・・・・・・........，..，..，.....，........'..，..'..'............置.，.・・.............昏・・‘ e・・・・・・・盆 a・..35

1 本報告は9 秋田県由利郡東由利町老方字湯出野に所在する縄文時代晩期を中心とした遺跡

の発掘調査概報である。

2 発掘調査は畠山憲司，大友俊和9 柴田楊一郎が調査員となり行った。

3 本報告は次下のように分担して執筆し，畠山が編集した。

目次の[…・………………………………富樫奏時

ll， 車，Nの1と2，V………一品山憲司

Nの2…・・・・ー・…-一・….......一……大友俊和

4 遺構及び出土遺物の写真撮影は畠山憲司が行った。報告書中の出土遺物の実測図，写真は

全て~に縮尺した。全体図や遺構の縮尺は任意でありスケーノレを付した。方向は全て磁北で

ある。

5 今回の発掘調査に際し，下記の機関および所属職員，各位の協力を得た。記して感謝の意

を表したい。

秋田県農地整備課，由利農林事務所土地改良課， 東由利町役場， 東由利町教育委員会，

東由利町公民館，秋田考古学協会員 小玉準，秋田県払田柵跡調査事務所

6 遺跡の航空写真は東由利町森林組合所有のものを複写したものである。記して感謝したい口



過経るτE ニ主ニ査調

由利郡東由利町に所在する湯出野遺跡は昭和30年代民知られていた，いわゆる周知の遺跡で

ある。この遺跡が昭和52年度の県営園場整備事業東由利地区の計画区域内にあわ昭和52年2

その処置について由利農林事務所から連絡があった。日8日，

そこで工事を進めるとすれば発掘調査が必要であること，法的手続きをとってもらう旨を話

した。

昭和52年3月10日付け，由農-390で、秋田県知事小畑勇こ郎から文化庁長官へ通知が提出さ

禰から事前に発掘調れた。その結果同年5月27日付け，委保第5の805号で文化庁長官安嶋

査を実施するようにとの通知があった。

6月20日文化課学芸主事富同年6月9日由利農林事務所から文化課へ現地調査依頼があれ

僅が現地を調査して発掘予定地域を推定し，発掘面積約1.400 nfとした。

その後，文化課で検討した結果，発掘調査は秋田県払田柵跡調査事務所の畠山憲司に担当を

8月8日発掘調査に着手したのである。

-JR)fk-u』ノGL
f 
ノ
r 

J 
o '¥ 
/ 
r 

1 
東由利町入、

く

)ピ且入 L 
、.、旬'‘
喝-.、1 .J 
・、...._."" 

3000m 

依頼し，



• 

• 

第2図遺跡周辺の航空写真 矢印先端が遺跡
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E 遺跡の位置

湯出里子遺跡は秋田県由利郡東由利町老方字湯出野に所在する。東由利町は由利郡の中央東端

部にあたり，秋田県の中央部から西南部に広がる出羽丘陵中にある山あいの町である。古くよ

り由利海岸と横手盆地とを結ぶ中継点に位置し，現在国道107号線が町の中央を東西に横切っ

ている。

この東由利町を南東から北西に貫流する高瀬川〈石沢川の上流)のー支流である松沢川は，

2 

第3，4図 1 遺跡遠景 ( ~tt>南) 2遺跡全景(南炉北)
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老方の東方1.2伽にある横山部落から西に向かいp 国道107号線の直前で急、に流路を北にとる。

このため， L字形に曲がったその内側は低平な河岸段丘面になっている。湯出野遺跡はこの屈

曲部の東内側ふところに抱かれるように位置し，松沢Jllの形成した最低位段丘上である。 JIIの

水面との比高は 3--4mを計る。

遺跡は現在水田で，現表土から 1-2m下に段丘際層があれその上に砂質の黄褐色土があ

る。遺跡の中央付近は西側から泥炭層が黄褐色土にかわって入りこんでいる。土器及び石器等

の遺物は水田面に広く分布し，その範囲は東西100m，南北200mにわたる。

車調査の方法と経過

8月8日，発掘器材の現地搬入，テント設営を行ない，同時に調査区の下刈を行った。向9

日に遺跡中央付近に任意の基準杭を原点として任意の基北を求め，東西南北の基線を決定した。

第5悶調査区全体図

~4~ 
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原点をBAOOとし，これから 2mごとに東西にアルファベット (A-Yの25文字)2文字の

組み合せ，南北に2桁の整数の組み合せ (00-99)を用い，各グリッドの名称は南東隅の交点

の文字と数字を用いた。つまり，南北は原点を00とし北に00，01......99，南に00，99……01で，

東西は原点をBAとし，西にBA，BB，…...BY， CA… .CY，……， 東にBA，AY......AA.. 

ーとU、う具合である。遺跡全体の遺物の散布状況や土層を見るため， BAラインに沿って発掘

を開始した。 8月11日までにBAラインに沿ったグリッド調査を終えたが， BA09， 10付近で

現地表下1.0-1.1mくらいで流れ込みと見られるような一群の遺物を得た他は特に遺構も， 集

中した遺物も検出で

きなかった。遺跡の

北端部と思われたA

T52で圃場整備の排

水路の壁面に径約1.

5m，深さ約0.9mの

土t広が見られたので，

この周辺を精査した

が，他に遺構は全く

見られなかった。 土

居は地点によってか

なりの変化が見られ，

遺跡の中央部には西 ~6図発掘状況

から泥炭層が入札北端はこれが見られず，表土下はすぐに地山黄褐色砂質土であり，その下

は段丘瞭層になっている

8月12日から遺物が集中していると見られるBL98-01， B N98-01付近を掘り下げたが，

土器，石器等が多量に出土した。この地点の耕土のすぐ下に遺物が大きな河原石を混じえて押

しつぶされたように出土し， その下が軟かい黒褐色土となり，この中から完形に近い土器等が

多く出る。またこの間遺物全体の散布の様子を調べるため00ラインよ り南側で，20m四方毎に

lグリッドの割で坪掘りを試みた。その結果BQ68やBV68から土壌が検出され，8月23日か

らこの広がりを確認する作業も並行して行った。(便宜的に図5のように遺物や遺構の集中し

た地区にそれぞれA，B， Cの名称を付した)A地区南側では耕土が浅く，15-20cmですぐ砂

質黄撞色の地山となり，地山まで全面を下げると黒色埋土の土携が次々に確認できた。

土fitの平面形は長径1.2m-1.5m，短径0.6-1.2mの小判形のものが多く，径1.3m前後の
ず

円形のものも見られ，中にはその中心に2-3個， 10個前後の集石のあるものも見られ，この

~ ~~ 



第フ図発掘状況

他に埋聾もあることがわかった。 A地区内の

地山は北に向かい下降するようで，同地区内

の北側では耕土と地山土の聞に暗褐色土が存

在し，その暗褐色土の中間で土棋を確認する

ことができた。 H音褐色土の中に地山黄撞色士

が楕円形に推積していたからである。しかし，

そのレベJレでは明確な輪郭が捉え得なU、ため，

結果的には地山まで下げ土地Jのプランを確認

した。 B地区では耕土の下は石器，土器片混

じりの砂利層で，その下に押しつぶされたよ

うな造物が多く見られた。この後，雨等の悪

天候にさいなまれながらA，B， C地区の拡

張と掘り下げを行なった。A地区では，これ

ら土t広1が墓1出であると判断し，慎重に痩土を

掘り下げたと ころ，小玉や勾玉が出土し，理

士の水洗いでは耳栓様耳飾も見つかっ た。 ま

た，土域全体の約;dの土地lからはベニガラの

散布が見られた。 B地区は耕土の下に石器，

土器片混じ りの砂利層が一面に見られ，その下に土器が押しつぶされた形で多量に出土したが，

特別な遺構等は見られなかった。 B地区西端，南端では造物の散在が切れることを確かめた。

C地区では遺物包含層の厚さは約0.8mにも達し，これ以上の拡張は困難であった。最下層か

らは後期最末葉か晩期の初めの土器が見られた。

9月26，27日， A地区の写真撮影を行ない，実測しきれなかったものや，B， C地区の精査

は10月12日から10日間補足調査することにした。 10月12日から20日までの 8日間ではC地区の

各層位ごとの掘り下げを長さ14m，幅 1怖にわたって行なV'，墓域群の精査も行なった。調査

期間中，発掘調査のため工期のおくれていた圃場整備事業を03ラインより北側で認めたことは

遺憾であったが，10月11日関係者協議の結果，墓地群約2，400dは町で保存することとし，遺

物の濃密な分布を示すB，C地区にしても工法を変更し，遺物包含層に影響の及ばないよ うに

したことは，緊急発掘調査中のこととしてはわずかの救いであった。 10月21，22日の両日，墓i広

群に川砂を入れて応急、の保存をはかり，22日に調査器材その他を運搬して全ての調査を終えた。

なお，期間中9月12日には現地で説明会を聞き地元民をはじめ 150名以上の参加を得，その

他町内の小中学生全員に現地で状況を説明した。

- 6 ー
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IV発見した遺構と遺物

遺跡の南端部で土拡墓群 (A区〉を，ほぽ中央部 (B，C区)で多量の遺物を発見した。 B，

C区では住居跡の発見は出来なかっ たものの，土器等の出土状況などからして居住区ないしは

それに近似した地区であったことが想定でき，それから約50-80m南に墓域をおいたものと思

われた。以下土拡墓，出土遺

物の}I頂で記述する。

1 土|拡|墓群と出土遺物

A区全体で約550n{を発掘

し，土1広墓103基，埋設土器

8基を確認した。土拡墓，埋

設土器，ピットには発掘順に

一連番号を付した。 当初上面

観察で土，t広甚と思われるもの

にも番号を付したが，精査の

結果，不明なものも数基あれ

ベ，代表的な土は基7基について少し群しく

記することにする。

土t広重量は調査区のほぼ中央部，およびその

東，南東部に集中しており.全体に長軸を北

西一南東にする楕円形の配置になっている。

そして，楕円形の中心部約12mx 6. mほどに

は土拡墓はほとんどない。各土!拡墓聞にはか

なり の切り合いが見られ25号と25'号と26

号や， 38号， 38'号， 39号などでは3個の互

いの切り合いになっている。 土tJt塞は耕作土

を除去するとすぐ確認できたものがほとんど

であるが，とくにその南側では土T広甚の上部

が，耕作等のため後世に失われてしまったも

のが大分あり構築当時の深さについては正確

ー 7~ 

M8国土t広墓群発見状況
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な数値を知り得ないものがほとんどである。土綴墓個々の平面形は長軸1.2m，短軸0.6m前後の

小判形ないしは隅丸長方形のものが最も多いが.この他に円形のものや，やや不整楕円形のよ

うなものもある。3，8， 17， 18， 24， 26， 50， 79， 84， 90， 103号生墳墓などでは 1-2個

の人頭大の河原石を土墳の中央か，片方の端にのせるか，埋置するかしている。 25号土披墓で

は10数個の河原石を用いて， 組み石状に設置していた。これらの土媛墓上の集石も浅いものは

後世にとばされた可能性がある。土城基の埋土状況は底面ほど軟かい黒色土が入り，上に行く

4個，

第11図 土紘基軍事部分 (東除菌)

A
V
-
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に従い地山土をプロックないしは粒状に含むようになり，その上面中央部近くに，最後に掘り

上げたと思われる黄控色砂質土の地山土をかさねている例が多く見られた。副葬品と思われる

勾玉，小玉，耳飾等は計14基の土旗墓から出土しているが，土機墓内の底面付近からのものが

ほとんどである。ベニガラが散布している土墳墓は11基である。埋設土器は調査区の中央から

北側に見られたが，これも南側にもあってそれが耕作等によりとばされた可能性がある。土器

を埋設するためのピットはあまり大きくなしほぼその土器の最大径前後と思われる。埋設土

器8基のうち底部に穿孔のあるものは5基で他には倒立しているものが 1基あった。

3号土拡!墓

土墳墓群中央南側で表土(耕作土15cm)下すぐに確認した。平面形は横口部で1.6m X1. 2m 

の隅丸長方形を呈し，壁は南辺の一部を除きほぽ垂直で，途中テラス状の段を形成するように

して旗底にいたる。商壁のテラス状段の上に，20cm x10cmの丸い河原石がある。墳底面には幅

約10cm，深さ 5cm前後の黒色土の落ち込みが1.3m xO.6mの長方形を呈し，その中の南西部か

ら緑色の勾玉1個が出土した(第29図の1)。ベニガラが，遺構を確認したときから認められ，

域底面下の池山層にまでしみ込むくらい厚く， 広く散布していた。現存する深さは約30cmであ

るが， 上部は後世の耕作等でかなり削平を受けたものと思われる。長軸方向はN81"Wである。

_jE 

(5=1) 

一一王

号iJJu f 三戸
上(南砂北)

第12図 3号土紘基 第13図 3号土拡纂 下(東砂西)
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8号土拡墓

土旗墓群の中央部で表土下すぐに確認した。平面

プランは径1.3-1. 4mのほぼ円形。埋土上面の中央

に25-30帽の大きな河原石2個を長径が南北になる

ように埋置している。埋土は上面ほどかたく，地山

土であるにぷい黄撞色土の比率が多い。拡底面はそ

れほどすっきりした平坦面ではない。埋土上面から

深さ30欄前後から地底面にかけ28号，33号土地出土

の小玉と同じような小玉が約30個出土し，石鯨も 1

点出土している。 第14図 8号土拡墓 (東除菌)

N 

N 

ー皇

z
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l
 edv 

~ 

1m 

M15国 8号土拡 墓

泣号土拡墓

表土下の黒褐色土の中に，地山黄棺色土の2次堆積が見られたので，土地基の存在を知った

が，全体のプランの確認は地向面まで下げなければならなかった。平面形はO.9m xO. 5mの隅
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第16図 22号封創墓 (南 ~~t )

丸長方形を呈し，長軸方向はN81
0

W，壁はほぼ垂

直で，ば底面は平らである。埋土は上面中央部に

地山黄撞色土のレンズ状堆積がありかたく〈第17

(S-tl 

一_i

E -

1m 

図の a)，その下に軟かい黒褐色土を主体とする 第17図 22号土拡墓

ボソボソした土が入っていた Cb)。埋土の水洗い中に耳栓様耳飾を 1個検出した。(第29図

の6)

25号土拡!墓

土地墓群中央で， 中心的な存在と してあるかの

ように発見された。 t広中央からやや南東寄りに，

大小13個の河原石を組み合わせ，一種の上部構造

的な性格をにおわせている。この組み石の下には

20cm x 30cmのやや平らたい河原石を盟中央部にお

き，その上下，周辺にはペニガラが広く厚く散布

民17

第19図 25号土紘基 ( 1 ) 
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している。さらにこの下，埠底面南東隅に

は20cIIIx15cIIIの丸い河原石2個があった。

拡全体のプランは北西部を26号土拡基で切

られているが， 拡ユ部で， おおよそ1.0前

x 0.6 mの楕円形を呈するものであったと

思われ，長軸方向はN65
0Wである。壁は全

4 

第19図 25号土鉱墓2~4 (東ル西)

体に垂直的で拡底面も平坦である。北側で25'土紘基を切っている。副葬品の出土はなかった。

28号土拡基 一-• -..ーをーー・ι ー』
8・25号土拡甚に隣りあって発見された土

拡で，平面形は1.4m xl. 5 mの円形，残存す

る深さは0，4mである。埋土は上層ほど地山

土の混入する割合が多く，かたい。小玉が南東

部を中心に上層から下層にかけ多量に出土し，

拡底面近くからは勾玉も2個， 石嫉が l個出

第20図 28号土t広墓 1，完縮状況， 2，断面， 3，勾玉出土状況
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28号土拡墓第21図

その中か土した。地直面は平坦であるが，径3-5伺の小孔のようなものがいくつか見られ，

らも小玉等が出土した。 小玉は青白色の非常にもろいもので，取り上げる時に破損してしまっ

たものも含めると計120個くらいに及ぶものと思われる。勾玉の材質はヒスイで，両側から穿

(29図の 4)干ししている。

33号土開墓

土拡墓群中最も南で発見されたもので，

表土が浅く耕作によって土出墓の上祐以上

削り取られてしまったものと思われる。現

深さ存するプランは径約1.0mの円形で，

は7cm，局部的に深いところでも15cmしか

ない。埋土は暗褐色土に地山黄撞色土が粒

第22図33号土抵墓 (南惨北)

-lS ~ 

子状に入ったものであるが，耕土の下にあ
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小玉出土状況第23図

この埋士っただけに踏まれてかたくなってし、た。

の中から 8・28号土地十基に見られたような小玉が

33号土I広墓第24図多く出土し，中には4個連結したものも見られた。

E 

小玉は全体的に西半分に多い。
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48号土t広墓第25園



48号土拡墓

調査区中，最も北で発見した土拡墓 ‘ 
で.22号土吋基と同様に表土下の黒褐

色土中に地山土の 2次唯積があったが，

確実な遺構の確認は地山面となったも

のである。平田形は約1.7情 xl.2mと

土11];墓群中， 最大級のもので現存する

深さは0.3m，長軸方向はN112・Wであ

る。 f仏1壁はほぼ垂直でほ底面は平坦で

ある。 ぱl底面の 5cmくらい上から底面

P 

グe. 
" Jlc含.
ぜ. 

. . 
. 
-
F . 

』

r ・'桔 ~ ?円・ι為.1-' :，""・.
.督、.':'.'恥
e‘ 

第26図 48号土紘基

』、. 
• 

ー-

にかけベニガラの散布が西側部分に見られる。ベニガラ散布部分の東端地底面から耳栓様耳飾

が，水洗中に丸玉に近い淡録色の小宝が出土した。(第29図の7) 

くその他の土拡墓， 埋設土器>

この他に112号土11};墓からは朱塗り石製小玉が約30個出土し， 54'， 96， 100号土111:甚などから

も28号，33号土11;:墓出土の小玉に等しいものが出土している。土t11:墓中からは土器の出土が少

なし若干あるものについても全く整理をすすめていないが，54号士11):基中から出土のものに

ついてだけ第27図にその拓影を示した。 同一個体の破片であるが接合できない。 晩期大洞A式

相当のものと思われる。 54号土日墓は40，54号土吐墓を切ってお り，この周辺では一番新しい

土111:墓と考えられ，1.25 m x 1. 1 mの隅丸方形に近い形を呈する。

埋設士器は表土下すぐに検出したが，大きな土11):を伴うものではなく単に土器を埋めるくら

し、のピット を掘 り， その中に埋設しているようである。

第27図 54号土t広墓出土土器拓影 第28図 1， 2 埋設土務 (104号)

~ 17 ~ 
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M29図土紘基内出土遺物 B'C区出土遺物

1 ， 3号土拡墓

2.33号

3. 112号

4.28号

5. 54号

6， 22号
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2 その他の出土遺物

B・C区では特別な遺構は発見できなかったが，遺物の出土が多かった。整理はほとんど進

んでいない状況にあるが，出土した主なもの，あるいは目についたものを以下に概略述べる。

M30図 B.C区

遺物出土状況

A
F
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最も遺物の多くしかも包含層の厚いC地区を層位的に調査したとこ ろ，地層はおおよそ10層

にわけられた。地表面から約 1.1m前後の深さまでである。それ以下は造物を含まなu、し、わゆ

る地山といわれる地層である。造物の含まれる地層は黒色を呈した土で，耕作土以外はほぼ，

まんべんなく多量に包含されている。遺物の山土状況としては，多量の破片の他に出;れた状態

で多数の個体が出土してし、る。中には完形のもの も含むがいずれも拾てられたという感が強レ。

層位による土器の様相を大まかにみてみる と，最も下層からは後期の後半から晩期の初頭と思

われる士器，中層部からは，いわゆ

る羊歯状文な どのみられる晩期中葉

頃の土器，中~上層部からは雲形文

などの磨消縄文の多くみられる晩期

も盛期からやや新しい様相の土器が

それぞれ出土している。

概要は以上のよ うであるが治大な

遺物を詳細に検討したものでは無い

ので，今後の整理検討によって詳し

い資料が得られるものと思われる。 第32図 C区南壁 (Bし98-BR98)土層断面

~ 20 ~ 



第33図 その他の出土土器

土器

33図1(34図2)は口径17.6cm，

探高18.5cmの台付深鉢形土器であ

る。 口縁は外側に聞き頭部でやや

しまり胴の張る形をしている。口

縁部には山形の小突起を有し， 大

きいものは先端が2分割されてい

第34図出器土土 (2)(S=Yz) 

Scm 

-2l-



る。文様は上部から縄文の施された入組文，京Ij突文，三叉状入組文が施され胴部以下は斜純文

となっている。色調は灰褐色をしており胎土，焼成ともに良好で、ある。

3は小形で実用とは思われない無文の台付鉢である。この種の小型のものは他にも数点出土

している。

4 (34図1)は口径10cm，器高7.3cmの小形の鉢形土器で、ある。口縁部に2箇所2個 1組の

立状の突起が付いている。口頭部は2本の沈線が施され，その聞は棒状工具様のもので刺突文

が施されている。外面は火熱を受けたためか赤褐色を呈し，内面は黒色の炭化物が付着してい

る。

35図1(36図1)は晩期に特有の形をした注口土器である。口径8.2cm，器高6.4cm，最大径

は胴部にあり，ゆるい丸底を呈した，いわゆるソロパン玉状をしている。黒褐色を呈し，焼成，

胎土が良好で器面は磨かれ平行沈線や浮彫手法による入組文が施されている。この土器は注口

部が欠損しているが一度アスフアルトで補修した痕跡がある。

35図2(36図2)は黄褐色をした無文の注口土器である。口は垂直に立ち，頚部は2つの段

を有する。胴部は丸くふくらみ，底部ですぼまる。底部には丸いつまみの突起がつけられてい

るq また注口部のつけ根には 2偶のふくらみが表現されている。

5cm 

第35図出土土器 .(3)

← 22 ~ 



第36園出土土器 (4)(S=Yz) 

::151ヌ13 ( :~61'xl 3 ) は 1 1 係 5 . 7cm 、 JJ'Ç;伐 4 . ~m

('JI :'，~ l4cm で' ij[百I;'qlのふくらむ比較的小形のまIr~}担1:

端である 。 色調はl沢松j色 を tA し 、 N I討は 'i~ l、て

f tJ:げてある ‘ 施文!立無 く 11件 ì~l) と頭;'fI)にH微

を兄るくらいである。

-23-
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第37図

出土土器 (5) 

(S=Yz) 



館38図 出土土器 (6) (5=71) 
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第39図出土土器 (7) (S=Y2) 
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石器

出土した石器は石鉱，石匙，石箆，石槍，磨製石斧，凹石などの他に，大型の打製石斧 (第

42. 44図)10数点出土したのが目立った。第46図の3は異形石器である。

-・
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第40園出土石器 (1) (S=~) 
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.41図出土石器 (2) (5=メ)

ー 幻ー



」画面ーー_t

館42図 出土石器(~)

第44図

出土石器 (5)(S=]t2) 

第43図

y--六l

u 
? ?凹

出土石器 (4) 

第45図 出土石器 (6)(S=]t2) 
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右製品

実用に供しない石製品としては独鉱石 (46.47図の 1)や石冠 (46.47図の2).石棒 (43.

45図〕などがある。独話石

の先端約}.ilこは炭化物が付

着し，あたかもスリコギの

先のようにして使用された

感じを与える。

-野曹三部情3・
J主将答企
圃

第46園出土石製品(1 ) 

時晶子支|

~ー..，

第47図出土石製品 (2) (S=)t2) 
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岩偶

48図の1(49図の 1)は円筒状の泥岩と思われる岩石に彫刻刀様の器具で人面を陽刻してい

る。直径4CIII，高さ9.7cmで首の部分がくびれている。男根を模したものと も理解できる。表

現は稚拙ながら細く瞳や歯までも表現している。

48図の2(49図の2)は縦4.5CIII，横3.6cm，厚さ1.2cmの岩版にレリーフ状に人面を陰刻し

たものである。きわめて細い線で髪，目，鼻を表現しているが口は判然としない。ていねいに

磨いて四角に整形している。

.km 

第48図岩偶

2 

節約図岩偶 CS=Yz)

土偶

50図 (51図〉は現存高15.8cm，表現はかなり写実的で丸い顔に目，鼻.口が施され，聞いた

口の両脇には 「ヒゲJ 状に2本ずつの沈線が施されている。イレズミを表わしたものであろう

- 30-



第50図土偶 ( 1 ) 

第51図土偶 (2) (S=Y2) 
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か。右手，右胸部，右足を欠いている。左足は調査時に欠いてしまったもので，整理が進み次

第出てくるものと思われる。これから右側の各部分だけを故意に欠いたことは確実と思われる。

肩と腰は張れ胸部はしまっている。後頭部には欠損しているが「渦巻」状に結った髪を

第52悶土偶 (3) 

- 32ー



. 

表現していたと思われる。文様は沈線によれ首の下と腹部に三叉状の陰刻文が，また背中か

ら腰にかけても沈線による三叉状の入組文が施されている。後期末または晩期初頭のものと思

われる。

52図1(53図1)は頭部と両腕，それに片足を欠いた土偶である。精製粘土を用い仕上げが

良く磨かれている。一度欠損した部分を補修したらしし頭部の欠けた部分に厚くアスフアlレ

トが付着している。 胴部には浮彫手法で大洞BーC式頃のものと恩われる文様が施文されてい

る。

52図2(53図2)は高さ5.5cm程度の小さい土偶である。頭部，両腕は欠損している。胎土，

焼成とも良好で，ていねいに作られている。胴部には浮彫手法による渦巻様の文様が.また，

胴部の隆帯には小さい刺突が施されている。

52図3(54図1)は土偶の下半部である。腹部の盛上がった部分に多数の刺突が施されてい

る。 rへソ」を表現したものであろうか。足の先端は刻自により 3本の指に表現されている。

表裏とも沈線による文様で背中の部分には三叉状の陰刻が施されている。 50図のものと施文が

似ている。ほぽ同時期と思われる。

52図4(54図2)はいわゆる遮光器土偶とよばれる顔面の破片である。遮光器状の大きな目，

小さい鼻， 口が表現されている。精製粘土を使った褐色を呈する焼成の良好なものである。器

厚は4-5酬とうすく，中空である。

52図5(54図2)は中空の遮光器土偶の頭部である。頭部の突起は髪を表現したものであろ

うか。大きな目の上に眉と思われる部分は， ~J目をつけて表現している。後頭部は浮き彫 り手

法で，大洞BーC式頃と思われる文様を施している。焼成も好い方である。

52図6 (54図4) は正面頭部左側をわずかに欠く土偶である。 手足の表現は省略されい

てる。 頭部は髪であろうか， 他所に比ベボリュームのあ表現をるとっている。 丸く大

BE 
回

F圃
2 

第53図土偶 (4) (S=Y2) 
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きく聞けた口は，そのまま食道から下方へ穴となってつながっている。背面には渦巻様の沈線

が描かれてU、る。

i，; 

、町、

，ー.

3 

第54国土偶(5) (S=Y2) 

土製品

55， 56図は土製品の範中に入るか，あ

るいは土器の範中に入れるべきものであ

るかもしれない釣手土器の釣手の部分と

思われる破片である。橋状の釣手部に動

物と思われる 2個の獣面が外向きに付け

られている。見る人によってはいろんな

動物に見えるかもしれない。施文として

は三叉状のすかしと，菱形の陰刻文が施

されている。黒色を呈している。

2 

。~'、 9・、

4 

r 

第55国土製品 (S=Y2) 
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第56国土製品 (5=72)

V ま と め

今回の湯出里子遺跡の調査では遺跡の推定面積約20，0001llのうち約1，2001llを発掘調査した。

その結果，遺跡のほぼ中央部には幅20m，長さ約80mにわたって遺物が集中する地域があり，

遺物の出土状況からして土器の捨て場的な様相が強いものの，居住区ないしはそれにごく近似

した空間である可能性もあると見られた。この中で遺物の特に集中したC区では最大の厚さ0.8

-l.Omの遺物包含層が見られ，縄文時代後期最末葉ないし晩期最初頭の土器から，晩期中葉，

一部末葉に入るくらいの土器が出土した。土器，石器の他には土偶などの土製品，石冠などの

石製品も多く見られた。

この地域から南へ50-80mの地域には東西35m以上，南北20m以上の墓域が存在し，約550nf

の中から103基の土拡と 8基の埋設土器の存在が確かめられた。そしてこれら土'拡群は以下の

ことにより土地墓群であるとすることができる。

① 土'f広は長辺1.2m，短辺0.6m，深さ0.3mの隅丸長方形ないし小判形のものが主体を占

める。

② 土社広103基のうちベエガラ様赤色顔料の散布するものが11基あっ た。

③ 土地~03基のうち副葬品と思われる小玉， 勾玉， 耳栓様耳飾などを出土したものが15基

あった。

④ 土地聞にはかなりの切り合いが見られ，全てが一時的に計画的に造られたものではなく，

長期間地域を変えずに造られ続けたと考えられる。

⑤ 土地の埋土の状況から自然に埋まったものではなしいつきに埋めたものと恩われる。

@他の遺跡の例では同じような土拡から人骨を出土し，土拡声に間違いないとされている。

これら土出基および埋設土器については，ほとんど整理，検討を行っていないが，とれまで
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にわかった特徴的なことについて若干ふれてみたい。

1 ) 土拡塞の形態

土J広墓を形態的に分けると基本的に 4つに分類できそうである。

<Aタイプ…隅丸長方形> 向かい合うそれぞれの辺が直線的で、平行。長辺と短辺がほぼ直交
するが隅は角ばらず丸いもの。

<Bタイプ・一小半Ij形> 向かい合う 2つの長辺は平行するが短辺は両端にゆるく半円を描くよ

うにふくらむもの。

<Cタイプ…円形> ほぼ円を呈するもの。
<Dタイプ。…楕円形> 向かい合う辺がゆるく外側にふくらみ，角度を全く持たないもの。
くEタイプ…変形> 洋ナシ形であったりして全体としての形がA......Dに入らないもの。

これらA-Eタイプの出現頻度(土拡基数〉は次のような比率を持っている。

A : B : C : D : E =40: 42: 4 : 5 : 4 (確実なもの95基を分類した。〉

さらにこれを近似した形で、あるAとB，Dを合わせ明らかに異なるCタイプと比べると 87 

: 4 となる。つまり湯出野遺跡の土拡墓の基本的な形としては隅丸長方形ないしは小平!j形で、

あり，約4%が円形のものであるということになる。この円形を呈する土拡墓の持つ意味は不

明であるが，円形土拡墓8，28， 33， 100号ともに小玉や勾玉の副葬品を出土していることは

多いに注目される。

2) 土拡轟群の分布と構造について

土P広墓群の全体的な分布の状況は，中心部からかなり離れた土拡藍も存在するが，長軸方向

を北西一南東にとる楕円形ないし小判形の配置をとるように観取される。その個々の構造につ

いてはここでは触れないが特徴的なこととして次のようなことがある。

① 上部構造として組み石ないし 1......3 個の半頭大の河原石を~b部にのせるものがある。

② 埋土中で長軸のどちらかの側に 1.-2個の河原石をおくものがある。

③ばl底面に溝状遺構，ピットなどを持つものが若干ある。

3) 副葬遺物の存在する方向について

各土防墓の長軸方向の明確な集中は現在までのところ認めることはできない。しかし，この

中にあって副葬遺物やベニガラの散布等によれ小数のものについてはその埋葬頭位の推定が

可能である。

〈ベニガラ様赤色顔料の散布位置〉

ベニガラ様赤色顔料を被葬者の頭部あるいは胸部などの上半身に散布したものと考えると

以下のようになる。

東位置のもの-25，75， 111号
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西位置のもの-2 ， 3， 12， 31， 46， 48， 71号

南位置のもの-99号

く小玉類の出土(北西，南西は西，南東，北東は東とした)>

西位置のものー3，33， 39， 48， 79号

東位置のもの-76，96号

南位置のもの-8， 28， 54'， 112号

北位置のもの-89，90号

土屋墓内におけるべニガラ様赤色顔料の散布位置と玉類の出土位置からする推定埋葬頭位は

東一5(24%) ，西-10(48%) ，南-4(19%)北一2(9 %)である。

4 土拡墓群の年代について

土拡塞埋土中からの土器の出土がきわめて少なく，また仮にあったとしても年代比定の困難

なものであったりしてまだ年代を決定づける資料に乏しいが，その終末期については54号土2広

墓出土の土器片で推定し得る。 54号土Z広墓は40，54'号土埠甚を切っており，この周辺では一番

新しいものと考えて差しっかえない。中からは第27図に示したように明らかに晩期大洞A式相

当のものと思われる土器片を得ている。従ってB，C区の土器が後期最末葉から晩期中葉を中

心とするということを合わせて考えるならば，湯出野遺跡の土広甚群の造られた年代は晩期初

頭から晩期末葉に入る大洞A式ごろまでとすることに，さしたるあやまりはないように思われ

る。

以上湯出野遺跡発掘調査の結果を概観したが，遺構や遺物への検討はほとんど進んでいない

状況にある。今後，さらに検討を加えるつもりである。
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